
　

早
、
今
年
も

半
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い

る
。
こ
の
六
ヵ

月
で
、
ビ
ッ
グ

ニ
ュ
ー
ス
の
一

つ
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
の
が
、
過
去
最
大
の

情
報
リ
ー
ク
と
言
わ
れ
て
い

る
「
パ
ナ
マ
文
書
」
で
は
、

な
か
ろ
う
か
▼
五
月
十
日
、

各
国
メ
デ
ィ
ア
で
構
成
さ
れ

る
国
際
調
査
報
道
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
連
合
は
、
パ
ナ
マ
の

法
律
事
務
所
が
過
去
四
十
年

に
わ
た
っ
て
租
税
逃
れ
目
的

で
設
立
さ
れ
た
ぺ
ー
パ
ー
カ

ン
パ
ニ
ー
に
関
す
る
情
報
を

公
開
し
た
▼
こ
の
パ
ナ
マ
文

書
に
は
二
十
一
万
社
に
関
す

る
役
員
・
株
主
の
名
前
な
ど

が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
た
そ

う
だ
▼
わ
が
国
の
企
業
二
十

社
、
二
百
三
十
人
が
記
載
さ

れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
が
大

企
業
だ
と
い
う
▼
普
段
か
ら

国
の
い
ろ
い
ろ
な
特
典
を
受

け
、
発
展
、
納
税
の
模
範
と

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は

ず
の
立
場
の
は
ず
だ
が
…
▼

こ
れ
で
は
、
ま
じ
め
に
納
税

し
て
い
る
国
民
が
バ
カ
を
み

る
。
ま
た
、
世
界
各
国
の
首

脳
の
名
も
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
は
腹
立
た
し
い
▼
ど
の

時
代
も
国
を
治
め
る
も
の

に
、
都
合
よ
い
仕
組
み
に
し

て
い
く
の
が
世
の
常
、
世
界

レ
ベ
ル
で
の
租
税
逃
れ
シ
ス

テ
ム
対
策
を
し
て
も
ら
い
た

い
も
の
だ
▼
お
り
し
も
、
同

じ
「
パ
ナ
マ
」
と
名
の
つ
く

バ
ナ
ナ
の
病
原
菌
が
我
が
国

に
最
も
輸
出
し
て
い
る
フ
ィ

リ
ッ
ピ
ン
で
蔓
延
し
は
じ
め

生
産
に
大
打
撃
を
与
え
て
い

る
と
い
う
。
悪
い
も
の
に
は

徹
底
し
て
早
期
の
対
策
が
必

要
と
思
う
の
だ
が
…
。

　
新
年
度
、
沖
縄
同
友
会
の
代
表
理
事
に
就
任
し
た
喜
納
朝
勝
氏
。
厳
し

い
会
社
経
営
を
任
さ
れ
た
専
務
時
代
。
同
友
会
の
三
つ
の
目
的
「
よ
い
会

社
を
つ
く
ろ
う
」「
よ
い
経
営
者
に
な
ろ
う
」「
よ
い
経
営
環
境
を
つ
く
ろ

う
」
を
実
践
し
な
が
ら
困
難
な
課
題
を
克
服
し
た
喜
納
代
表
自
身
の
経
験

と
代
表
理
事
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
抱
負
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

代
表
理
事
に
な
っ
て
最
初
に

取
り
組
み
た
い
こ
と
は
、
同
友

会
の
会
員
が
元
気
に
な
る
こ

と
。
同
友
会
企
業
一
社
一
社
が

入
っ
て
良
か
っ
た
と
。

　

そ
の
た
め
に
は
同
友
会
で
三

位
一
体
と
言
わ
れ
る
「
経
営
指

針
・
共
同
求
人
・
社
員
共
育
」

を
実
践
す
る
企
業
を
増
や
す
こ

と
で
す
。
同
友
会
の
三
つ
の
目

的
の
実
践
の
た
め
の
勉
強
会
や

活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
く
お
手

伝
い
を
す
る
こ
と
で
す
。「
あ

の
よ
う
な
会
社
に
な
り
た
い
」

と
い
う
企
業
が
増
え
る
こ
と

で
、
集
め
る
会
で
は
な
く
、
集

ま
る
同
友
会
に
な
り
ま
す
。

　

同
友
会
型
企
業
の
体
現
者
を

増
や
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
理

事
や
各
支
部
役
員
の
皆
さ
ん
の

会
社
が
良
く
な
ら
な
い
と
い
け

な
い
。
役
員
の
会
社
が
会
員
に

情
報
を
発
信
し
、
理
事
や
役
員

が
イ
キ
イ
キ
と
輝
き
、
皆
が
役

員
に
な
り
た
く
な
る
組
織
づ
く

り
を
し
て
い
き
た
い
。私
自
身
、

理
事
と
し
て
の
経
験
は
長
い
の

で
す
が
代
表
に
な
る
と
こ
れ
ま

で
と
違
っ
て
対
外
活
動
も
忙
し

く
な
り
ま
す
。

　

今
期
か
ら
代
表
三
名
制
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
多
忙
な
役
割

を
分
担
し
て
、
第
六
次
ビ
ジ
ョ

ン
の
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

会
社
変
革
の
経
験
か
ら

　

県
外
の
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の
勤

務
を
経
て
、
平
成
三
年
に
沖
縄

に
。
そ
の
二
年
半
、
横
浜
に
行

き
ま
し
た
が
、
平
成
九
年
沖
縄

に
戻
り
同
友
会
に
再
入
会
し
ま

し
た
。

　
「
経
営
者
の
学
び
は
会
社
だ

け
で
は
足
り
ま
せ
ん
。
経
営
者

の
資
質
を
高
め
る
場
に
な
る
の

は
や
は
り
同
友
会
」。
と
い
う

気
持
ち
で
し
た
。

　

専
務
時
代
は
会
社
も
厳
し

く
、
同
友
会
で
学
ん
で
経
営
指

針
を
作
成
し
ま
し
た
が
、
引
き

出
し
に
収
め
て
い
ま
し
た
。
当

時
は
会
社
の
業
績
が
悪
く
債
務

超
過
状
態
。
真
剣
に
組
織
を
改

革
す
る
必
要
性
が
あ
り
、
社
長

の
了
解
を
得
て
経
営
指
針
を
社

内
で
発
表
し
ま
し
た
。
十
五
年

前
、
社
長
に
就
任
し
た
時
、「
正

し
い
経
営
を
や
り
た
い
」
と
銀

行
と
の
リ
ス
ケ
交
渉
も
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
が
同
友
会
の

学
び
を
会
社
で
実
践
す
る
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
友
会
で
は
、「
人
を
採
用

す
る
こ
と
」
を
教
え
ら
れ
、
本

気
で
採
用
活
動
を
行
い
ま
し

た
。「
絶
対
に
い
い
会
社
に
す

る
か
ら
」
と
熱
心
に
説
得
し
て

社
員
を
採
用
し
ま
し
た
。
社
員

を
最
も
信
頼
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
理
念
を
明
確
に
し
、
会

社
の
経
営
内
容
を
オ
ー
プ
ン
に

し
て
、
社
長
・
社
員
共
育
塾
に

も
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
同

友
会
で
学
ん
で
い
る
社
員
さ
ん

が
、
現
在
は
会
社
を
支
え
る
核

の
人
材
と
し
て
育
っ
て
い
ま

す
。
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
ほ
と
ん
ど
は
「
人
」の
問

題
、
そ
の
時
に
同
友
会
が
役
に

立
ち
ま
す
。

　

先
輩
経
営
者
と
の
交
流
に

よ
っ
て
会
社
も
自
分
自
身
も
高

め
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
レ
ベ
ル
が
高
い

　
　
　
　
沖
縄
の
会
員

　

同
友
会
に
入
会
し
た
ら
、
ぜ

ひ
役
員
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
役

員
を
引
き
受
け
な
い
と
大
き
な

損
で
す
よ
」。
役
員
に
な
っ
て

自
ら
行
動
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
支
部
活
動
は
会
社
の
組

織
運
営
と
同
じ
で
す
か
ら
、
役

員
を
経
験
す
れ
ば
会
社
経
営
に

役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　

同
友
会
は
「
自
主
・
民
主
・

連
帯
」
の
精
神
を
大
切
に
し
て

い
る
組
織
で
す
。
自
由
闊
達
な

意
見
交
換
の
中
か
ら
そ
の
意
味

を
自
分
で
深
め
て
い
く
こ
と
で

す
。
仕
事
だ
け
が
人
生
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
家
族
を
大
切
に
、

己
を
磨
き
、
仕
事
に
徹
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
関
わ
り
は
自
分
の

人
生
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

他
県
の
同
友
会
へ
も
数
多
く

参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
沖
縄

同
友
会
会
員
は
、
活
動
に
対
す

る
責
任
や
自
社
の
事
例
を
オ
ー

プ
ン
に
学
ぶ
な
ど
レ
ベ
ル
が
高

い
と
感
じ
ま
す
。

　

月
一
回
の
広
報
紙
「
ニ
ラ
イ

み
ら
い
」
は
幅
広
い
紙
面
づ
く

り
を
し
て
い
ま
す
。
支
部
活
動

や
商
品
、
社
員
の
紹
介
な
ど
。

元
気
な
経
営
者
を
多
く
登
場
さ

せ
、
会
員
が
抱
え
る
課
題
も
発

信
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
同
友
会
理
念
の

実
践
で
、
一
歩
一
歩
前
進
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

（
オ
フ
ィ
ス
あ
る
ふ
ぁ　

青
山

喜
佐
子
）
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③同友会は、他の中小企業団体と
も提携して、中小企業をとりま
く社会・経済・政治的な環境を改
善し、中小企業の経営を守り安
定させ、日本経済の自主的・平
和的な繁栄をめざします。

同友会三つの目的
「よい会社、よい経営者、

よい経営環境をめざす」



　

入
社
か
ら
三
ヵ
月
の
新
入

社
員
。
そ
ろ
そ
ろ
戦
力
と
し

て
成
長
し
て
い
ま
す
か
。

　

早
期
戦
力
化
の
た
め
に
中

小
企
業
の
人
材
育
成
は
Ｏ
Ｊ

Ｔ
（
オ
ン
ザ
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
・
職
場
内
教
育
）
が

中
心
。
Ｏ
Ｊ
Ｔ
は
、
職
場
の

上
司
や
先
輩
が
、
後
輩
に
対

し
仕
事
に
必
要
な
知
識
・
技

術
・
技
能
・
態
度
な
ど
を
組

織
的
・
計
画
的
・
継
続
的
に

指
導
し
、
全
体
的
な
業
務
能

力
を
育
成
す
る
活
動
で
す
。

　

Ｏ
Ｊ
Ｔ
は
第
一
次
世
界
大
戦

の
米
国
で
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
戦
時
下
で
大
量
の
造

船
作
業
を
す
る
た
め
に
多
く
の

作
業
員
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

熟
練
さ
れ
た
作
業
員
が
不
足
し

た
た
め
新
人
を
早
期
に
育
成

す
る
た
め
に
、
育
成
担
当
者
の

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ア
レ
ン
が
訓
練

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
た
の
が

始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
進
め
方
は
、

①�

新
人
に
学
ぶ
べ
き
こ
と
の
興

味
を
も
た
せ
、安
心
さ
せ
る
。

②�

作
業
を
し
て
見
せ
る
…
根
気

よ
く
説
明
、
質
問
し
、
一
度

に
一
つ
ず
つ
教
え
る

③�

効
果
確
認
…
仕
事
を
や
ら
せ

て
み
る
。
新
人
に
ポ
イ
ン
ト

を
説
明
さ
せ
、
理
解
し
た
と

判
断
で
き
る
ま
で
続
け
る
。

④�

フ
ォ
ロ
ー
す
る
…
積
極
的
に

質
問
す
る
よ
う
励
ま
す
。
新

人
に
進
歩
に
応
じ
た
ポ
イ
ン

ト
を
見
つ
け
さ
せ
、指
導
は

徐
々
に
減
ら
し
て
い
く
こ
と
。

　

Ｏ
Ｊ
Ｔ
実
施
調
査
に
よ
る

と
、「
Ｏ
Ｊ
Ｔ
が
機
能
し
て
い

る
…
12
・
６
％
」。
Ｏ
Ｊ
Ｔ
が

機
能
し
て
い
な
い
理
由
は
「
教

え
る
側
に
時
間
的
余
裕
が
な

い
」
…
78
・
５
％
。
つ
ま
り
Ｏ

Ｊ
Ｔ
の
効
果
的
な
進
め
方
は
、

指
導
す
る
側
に
課
題
が
あ
る

よ
う
で
す
。
経
験
と
勘
に
よ

る
指
導
で
は
早
期
育
成
は
難

し
い
。

　

指
導
者
は
①
目
的
・
目
標

を
計
画
→
②
到
達
レ
ベ
ル
を

設
定
→
③
継
続
的
に
実
施
す

る
こ
と
。

　

粘
り
強

く
新
人
を

育
て
ま

し
ょ
う
。

常任幹事	 武　田　春　美	 ラリアンス	 代表
　〃	 野　添　かおり	 沖縄子育て良品㈱	 社長
　〃	 仲　地　一　史		 ㈱沖成コンサルタント	 社長
幹　事	 京　　　一　郎	 ㈲タフ住研	 社長
　〃	 東恩納　弘　美	 ㈱デザインワークス・e	 専務
　〃	 石　川　哲　也	 ㈱石川電設	 取締役
　〃	 宮　沢　　　賢	 宮沢財務管理オフィス㈱	 社長
　〃	 吉　田　勝　正	 ライトコンサル	 代表
　〃	 狩　俣　　　啓	 ティダ・テラス沖縄	 代表者
　〃	 奥　平　定　一	 結塗装	 代表者
　〃	 高　木　美香子	 ㈱ビジネススタッフ	 社長
　〃	 伊　東　幸太朗	 弁護士法人	那覇綜合	 弁護士
　〃	 大　浜　博　文	 あいエフピー・コンサルタント	 代表者
　〃	 津　堅　直　樹	 津堅事務用品店	 代表者
　〃	 武　島　多加雄	 ㈲たけちゃんほーむ	 代表
　〃	 糸　数　幸　恵	 ㈱丸元建設	 常務
　〃	 宜　保　　　剛	 ㈱ビガロ	 社長
　〃	 安次富　淳　子	 ㈱エマオ	 社長
　〃	 山　城　朝　美	 ㈲梯梧	 社長
　〃	 石　原　　　聡	 ㈱まなび	 営業部長
　〃	 望　月　保　博	 開法律事務所	 弁護士
　〃	 上　谷　みち代	 (同)喜企画	 代表
　〃	 新　崎　美由紀	 新崎住宅㈱	 社長
　〃	 安　田　重　雄	 光文堂コミュニケーションズ㈱	 取締役
　〃	 三　木　一　成	 ㈱木立	 社長
　〃	 有　銘　寛　之	 有銘会計事務所	 公認会計士・税理士
　〃	 江　口　直　美	 ソムノクエスト㈱	 社長
　〃	 喜屋武　厚　子	 オフィス・リゾム	 代表
　〃	 大　城　　　健	 ゆいワークス㈱	 社長
　〃	 下　地　一　則	 大晋建設㈱	 副社長
　〃	 財　津　英　郎	 財津商店	 代表
　〃	 佐　藤　美　幸	 総合保険コンサルティング
　〃	 河　野　　　豊	 (医)イーシーエス	南城眼科	 事務長
　〃	 高宮城　　　亨	 デザインルーム斗羽	 代表者
　〃	 田　本　ひとみ	 おきなわ薬膳美人	 代表
　〃	 上　間　　　仁	 ㈱シンセンおきなわ	 社長
　〃	 比　嘉　亜矢子	 那覇埠頭倉庫㈱	 専務
　〃	 下　地　　　均	 ㈱ビデオワークス沖縄	 社長
　〃	 八　巻　徳　幸	 ㈱総合資材	 社長
　〃	 五　代　真紀子	 ㈱ディネ	アンド	インディー	 社長
　〃	 座　波　和　弘	 新都心司法書士事務所	 所長・司法書士
　〃	 神	　　　ひろみ	 ハッピーブレス	 代表
　〃	 金　子　智　和	 オフィストモタ	 代表
　〃	 赤　峯　正　己	 ㈱ミネ・ワークス	 専務
　〃	 池　田　盛　作	 ㈱財全ＧＲＯＵＰ	 社長
　〃	 金　城　智　誉	 こころ法律事務所代表
　〃	 新　城　寛　盛	 沖縄綜合警備保障㈱	 取締役
　〃	 屋　良　朝　之	 グッドハウスＦＰマネジメント	 代表
　〃	 田　澤　靖　代	 (同)Ｏ．Ｔ．ファクトリー	 代表社員
会計監査	 喜久里　　　均	 ㈲福琉印刷	 社長
　〃	 中　家　輝　勝	 エイティエス㈱	 社長
相談役	 新　里　正　雄	 新光産業㈱	 社長
　〃	 新　城　　　博	 ㈱トリム	 会長
　〃	 上江洲　仁　吉		 ㈱丸仁	 社長

会計監査	 安慶名　サカエ	 ㈲中部大理石	 社長
　〃	 福　里　清　孝	 ㈲サニマイト	 社長
相談役	 照　屋　守　道	 ハウス産業㈱	 社長

以上。

2016年度　浦西支部役員一覧（順不同）

支部長	 友　寄　利津子	 NPO法人ライフサポートてだこ	 代表
副支部長	 赤　嶺　英　仁	 ㈱東日産自動車	 社長
幹事長	 髙　原　勝　也	 ㈲テレネット沖縄	 社長
副幹事長	 星　　　真　理	 ㈱ＢＥＬＬｚ	 取締役
　〃	 砂　川　英　昭	 ワールド産業㈱	 社長
　〃	 佐和田　健　二	 住宅情報センター㈱	 専務
幹　事	 城　間　隆　弘	 沖縄電興㈱	 社長
　〃	 當　野　正　樹	 沖縄設計サービス㈱	 社長
　〃	 青　山　喜佐子	 オフィスあるふぁ	 代表者
　〃	 宮　国　信　勝	 豚厨房ＮＯＢＵ	 代表者
　〃	 知　念　礼　子	 琉球ゴーレックス㈱	 社長
　〃	 平　良　純　子	 オフィスＪキャリア	 代表
　〃	 盛　島　　　猛	 ㈱ドリームプラン	 社長
　〃	 仲　村　　　剛	 ㈱財全エステート	 課長
　〃	 羽　地　　　仁	 羽地仁建築研究所	 代表
　〃	 田　場　英　行	 ㈱機工	 社長
　〃	 渡久地　清　子	 特定非営利活動法人すりずり	 代表理事
　〃	 座　安　孝　明	 ㈲ライズ	 社長
　〃	 金　城　隆　子	 ㈲プログレス	 社長
　〃	 石　川　京　美	 ㈱いしかわ文明堂	 社長
　〃	 松　本　直　人	 ＷｅＭＡＳＨ	 代表
　〃	 幸　地　将太郎	 ヘルス＆ケアジャパン㈱	 社長
　〃	 名嘉真　　　秀	 ㈲大吉宅建	 取締役総務部長
　〃	 樋　口　明　伸	 ライハピ	 代表
　〃	 田　場　盛　伸	 ㈱ユナイテッドシステム	 社長
　〃	 村　上　卓　己	 エコアクション沖縄（同）	 代表社員
　〃	 島　尻　貴　之	 ㈲小川保険事務所　　　　　　
　〃	 大　城　朝　野	 ハタワークス	 代表
　〃	 棚　原　　　譲	 ㈲竹建設	 常務
会計監査	 諸見里　利　秀	 諸見里税理士事務所	 所長
　〃	 川　畑　順　義	 川畑順義税理士事務所	 所長

以上。

2016年度　那覇支部役員一覧（順不同）

支部長	 座間味　　　亮	 ㈱赤マルソウ	 社長
副支部長	 比　嘉　良　太	 ㈲葬禮社	 社長
　〃	 生天目　千加子	 onde	ninfea㈱	 社長
　〃	 眞榮城　　　正	 ㈱航時者	 社長
　〃	 齋　藤　孝　春	 ワイズプランナーズ㈱	 部長
幹事長	 赤　嶺　　　宏	 ㈱システック沖縄	 社長
常任幹事	 小　松　秀　人	 ヒューマンライツ㈱	 支社長代理
　〃	 黒　岩　珠　枝	 アロマ	リライフ	 代表者
　〃	 普天間　直　樹	 	㈱普天間商会	 社長
　〃	 星　崎　浩　二	 オフィス星崎	 代表
　〃	 福　里　和　広	 瑞海鍼灸院	 院長
　〃	 下　田　美智代	 ㈱共栄環境	 社長

相談役	 倉　岡　健　三	 ㈲あらがき貸衣裳	 社長
　〃	 仲　地　　　治	 ㈱ティーアールシー	 社長

以上。

2016年度　南部支部役員名簿（順不同）

幹　事	 竹　　　富　久	 ㈲たけ事務	 専務
　〃	 高　橋　庸　正	 ＩＴ通信㈱	 社長
　〃	 神　谷　雅　樹	 神谷酒造所	 工場長
　〃	 根　橋　理　香	 ㈱カリタス	 社長
　〃	 知　念　由　紀	 トマトプリント	 代表者
　〃	 座間味　一　朗	 ㈱ざまみダンボール
　〃	 野　原　辰　則	 大宝建設㈱	 社長
　〃	 真栄城　京　子	 アイアイエターナル	 代表者
　〃	 小那覇　り　な	 オフィス・キャリエール	 代表者
　〃	 宮　城　明　美	 ㈲ミサキ工務店	 社長
　〃	 竹　田　和　弘	 ㈲カープロショップ	 社長
　〃	 下　野　たえ子	 ㈱母太樹	 社長
　〃	 運　天　寛　榮	 ㈱糸満てぃんさぐの家	 会長
　〃	 糸　満　盛　希	 ㈲糸工房	 社長
　〃	 源　河　光　雄	 プールヴー	 代表者
　〃	 久手堅　憲　明	 くでけん保険事務所	 代表者	
　〃	 富　山　　　剛	 ㈲ナハジムキ	 社長
　〃	 伊良皆　とも子	 伊良皆とも子税理士事務所	 所長
会計監査	 玉　城　功　佳	 南光開発㈱	 社長
　〃	 石　原　地　江	 ㈲アンテナ	 社長

以上。

2016年度　宮古支部役員一覧（順不同）

支部長	 砂　川　和　江	 アイワ家具	 代表者
副支部長	 猪　子　立　子	 がじゅまる観光㈱	 社長
　〃	 上　地　和　彦	 農業生産法人まるごと宮古島	 代表者
　〃	 伊良皆　　　榮	 ㈱丸秀	 専務
幹事長	 砂　川　勝　信	 新星商事㈱	 社長
幹　事	 砂　川　淳　一	 ㈱ＫＴＳコーポレーション	 社長
　〃	 野　原　克　成	 ㈲孫悟空グループ	 社長
　〃	 上　地　克　江	 ㈲富士製菓製パン	 取締役
　〃	 砂　川　智　子	 ㈲楽園の果実	 社長
　〃	 照　屋　　　健	 ㈱照屋建設	 社長
　〃	 西　川　卓　治	 ブルーファーム	 代表者
　〃	 嘉手苅　　　健	 オリジナルショップken's	 代表
　〃	 宮　国　美奈子	 富士自動車整備センター	
　〃	 松　本　克　也	 農業生産法人㈱オルタナティブファーム宮古	 社長
　〃	 伊志嶺　博　司	 社会福祉法人	みやこ福祉会	 理事長
　〃	 砂　川　幸　男	 ㈱ひろし不動産	 社長
　〃	 平　良　貞　典	 宮古商事㈱	
会計監査	 西　川　一　男	 ㈱ＭＣコーポレーション	 社長
　〃	 上　里　道　明	 税理士法人沖縄中央上里会計事務所	 代表
相談役	 渡真利　将　博	 ㈲ニイ・ヨン・ノース	 社長
　〃	 伊　山　國　昭	 ㈱伊山産業	 会長
　〃	 砂　川　佳　一	 ㈱多良川	 会長

以上。

2016年度　北部支部役員名簿（順不同）

支部長	 渡具知　　　豊	 ㈲渡具知	 社長
副支部長	 安次富　　　洋	 ㈱南建設	 専務
　〃	 崎　浜　幸　也	 大宮印刷	 代表者
　〃	 中　本　泰一郎	 南西食品㈱	 社長
幹事長	 屋　部　憲史朗	 ㈱仲屋商事	 専務
幹　事	 金　城　　　毅	 大衆居酒屋	和楽	 代表者 
　〃	 東　　　邦　治	 一般社団法人アトリエみらい		 代表理事
　〃	 前　田　裕　子	 ㈱前田産業	 社長
　〃	 新　里　清　光	 おきなわ山吹	 代表者
　〃	 饒平名　知　也	 ㈱饒平名エコステーション	 社長
　〃	 新　井　章　仁	 ㈱アイランドプロジェクト	 社長
　〃	 蔵　根　尚　美	 沖縄サンコーストホテル	 社長
　〃	 福　田　洋　祐	 シーサイドゲストハウス	PolePole	 代表者
　〃	 濱　畑　直　哉	 ㈱エスペレ	 社長
　〃	 高　木　朋　子	 レッドコーラル	 代表者
　〃	 金　城　　　忍	 企業組合キンモク	 代表理事
　〃	 崎　浜　秀　太	 ㈱崎浜商店	 取締役
　〃	 上　原　　　学	 NA-BA生産企業組合	 代表理事
　〃	 大　城　照　政	 ㈲沖縄北斗	 社長
　〃	 新　城　拓　馬	 ㈱ＦＭやんばる	 専務
　〃	 金　城　貴　裕	 ㈱アステーツ	 社長
　〃	 町　田　浩　美	 ミニクラブ	水華	 代表者
　〃	 具志頭　孝　也	 具志頭工務店	 (後継者)
会計監査	 渡嘉敷　真　吾	 ㈲ヤマシン	 社長
　〃	 大　城　良　勝	 ㈲大城オートサービス	 社長
相談役	 又　吉　光　男	 ㈲結設計	 社長
　〃	 比　嘉　ゑみ子	 (合)やんばる彩葉	 代表者

以上。

2016年度　中部支部役員一覧（順不同）

支部長	 西　平　守　利	 ㈲ニヘーデービル	 社長
副支部長	 太　田　　　一	 ㈲ゆうな商事	 社長
　〃	 一　瀬　宗　也	 ㈱アイセック・ジャパン	 社長
　〃	 與　崎　文　美	 ㈲アンカー商事	 常務
幹事長	 石　村　弘　之	 ㈱インプレス	 社長
幹　事	 大　田　　　治	 キングラン沖縄㈱	 専務
　〃	 阿　嘉　久美子	 アントレ	 代表者
　〃	 中　石　耕一郎	 司法書士法人なかいし事務所	 司法書士
　〃	 廣　瀬　孝　一	 Powerful	Management	 代表
　〃	 山　城　智　美	 合同会社Aquasys	 CMO兼代表社員
　〃	 新　井　良　直	 ㈱夢づくり沖縄	 社長
　〃	 宮　里　賢　周	 ㈱ジーエヌエー	 課長
　〃	 川　上　勝　敏	 川上食品	 後継者
　〃	 翁　長　　　克	 トータルサポート商会	 代表者
　〃	 仲　本　和　美	 ㈲仲松ミート	 総務・経理統括マネージャー
　〃	 松　堂　　　修	 ㈱沖縄エンジニヤ	 取締役
　〃	 玉　城　　　栄	 ㈲リサイクルセンター沖縄	 取締役部長
　〃	 崎　原　盛　子	 ㈱スピア	 社長
　〃	 高江洲　苗　美	 ㈲フジ砕石	 社長
　〃	 津　覇　真　也	 中部ガス事業㈱	
　〃	 吉　本　幸　司	 ヨシモトコーヒー	 部長

　

五
月
十
六
日
、
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｏ

に
て
北
部
支
部
第
二
十
七
回
支

部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
Ⅰ
部
「
総
会
議
事
」で

は
、県
総
会
で
採
択
さ
れ
た

二
〇
一
六
年
度
の
活
動
方
針
に

沿
っ
て
、
支
部
設
立
三
十
周
年

の
節
目
に
向
け
て
支
部
活
動
を

展
開
し
て
い
く
方
針
等
が
採
択

さ
れ
、
新
役
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
Ⅱ
部
「
記
念
講
演
」
で
は
、

名
護
市
役
所
企
画
部
参
事
の
小

野
雅
春
氏
（
元
沖
縄
振
興
開
発

金
融
公
庫
北
部
支
店
長
）が「
広

域
連
携
に
よ
る
北
部
地
域
の
活

性
化
～
名
護
市
を
中
核
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
～
」
の
テ
ー
マ
で

講
演
。
北
部
地
域
の
未
来
を
描

く
記
念
講
演
に
は
会
員
外
の
参

加
も
多
く
八
十
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、第
Ⅲ
部
「
懇
親
会
」

が
行
わ
れ
、
寸
劇
や
サ
プ
ラ
イ

ズ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
和
や
か
に

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

北
部
支
部
総
会

北
部
支
部
総
会

第
27
回

第
27
回

　

業
種
四
部
会
は
合
同
で
総
会

を
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
て
十

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
五
月
九

日
に
そ
れ
ぞ
れ
が
部
会
総
会
を

行
い
、
そ
の
後
、
合
同
で
記
念

講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
懇
親

会
を
開
催
し
、
来
賓
を
含
め

七
十
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
ち
ゃ
ー
や
が
沖

縄
！
～
掘
り
起
こ
せ
！�

島
の

宝
～
」
と
題
し
て
、
上
江
洲
仁

吉
同
友
会
大
学
運
営
委
員
長
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、

沖
縄
総
合
事
務
局
経
済
産
業
部

長
の
牧
野
守
邦
氏
、
沖
縄
県
地

域
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
副
会

長
の
山
城
定
雄
氏
、
同
友
会
副

代
表
理
事
で
㈲
大
宮
工
機
専
務

の
宮
城
光
秀
氏
の
三
名
を
パ
ネ

リ
ス
ト
に
、
沖
縄
の
持
つ
可
能

性
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
展
望
を
探
り
ま
し
た
。

　

牧
野
氏
は
数
字
か
ら
み
た
沖

縄
経
済
の
現
状
を
解
説
し
、
や

が
て
来
る
人
口
減
へ
の
対
応
や

地
域
内
に
人
を
呼
び
込
む
仕
組

み
づ
く
り
な
ど
の
課
題
を
明
確

に
し
ま
し
た
。
山
城
氏
は
、
地

域
に
あ
る
も
の
を
宝
に
変
え
て

き
た
東
村
で
の
経
験
か
ら
、
官

民
協
働
で
地
域
資
源
の
付
加

価
値
を
高
め
る
こ
と
を
強
調

し
ま
し
た
。
ま
た
宮
城
氏
は
、

同
友
会
で
の
学
び
を
自
社
に
取

り
入
れ
「
よ
い
会
社
」
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
を
紹

介
し
、
そ
の
こ
と
が
地
域
貢
献

に
も
繋
が
る
と
強
調
し
ま
し

た
。
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○
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○
○
○

早
期
戦
力
の
た
め
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ

　

指
導
者
が
や
る
べ
き
こ
と

早
期
戦
力
の
た
め
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ

　

指
導
者
が
や
る
べ
き
こ
と

同友会大学
業種四部会合同総会
シンポジウム

新年度も活発な会活動にという願いを込めてカンパイ！

沖縄の豊かな資源をプロジェク
ターで説明するパネリスト

第1368号（付録)（2)中 小 企 業 家 し ん ぶ ん 沖 縄 版2016年（平成28年）６月15日

６月号 №339おきなわ同友会しんぶん　「ニライ　みらい」



　

中
部
支
部
第
二
十
九
回
支
部

総
会
が
、
五
月
二
十
日
、
北
中

城
村
の
Ｅ
Ｍ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
リ

ゾ
ー
ト�

コ
ス
タ
ビ
ス
タ
沖
縄

で
開
催
さ
れ
、
五
十
九
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
総
会
で
は
、
新
年
度

の
支
部
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、

「
限
界
は
自
分
の
中
に
し
か
な

い
！
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変

え
よ
う
！�

～
成
功
す
る
ま
で

あ
き
ら
め
な
い
～
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
や
、
活
力
あ
る
支
部
づ
く

り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

て
欲
し
い
事
や
ご
自
身
の
体

験
談
を
踏
ま
え
な
が
ら
新
社

会
人
の
皆
さ
ん
に
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

二
十
の
グ
ル
ー
プ
で
討
論
を

行
い
、学
び
を
深
め
ま
し
た
。

　

新
人
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
会
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
、ゲ
ス
ト
参
加
も
可
能
で
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
検
討
下
さ
い
！

　

ま
た
、
経
営
幹
部
の
皆
さ

ん
対
象
に
六
月
二
十
二
日
よ

り
第
十
五
期
社
長
・
社
員
共

育
塾
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！
！

　

二
〇
一
六
年

度
・
第
一
回
新
人

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修
会
が
、

五
月
二
十
三
日

に
沖
縄
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
に

て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

㈲
ウ
イ
リ
ー

の
赤
嶺
毅
社
長

が
「
さ
あ
、
人

生
を
楽
し
も

う
！
を
テ
ー
マ

に
」
社
会
人
と

し
て
大
切
に
し

　こんにちは。山原です。
　『キャッチコピーのつくり方』のコラ
ムなのに、なかなか実際的なノウハウに
たどり着けませんが、もうしばらく我慢
してください。くり返しになりますが、
キャッチコピーって雰囲気とかノリで作
るんじゃなくて、販売戦略に基づいて、
戦略的に作らなければならない。
　それでもって、そのためには、なによ
りも一番大事な『自社のお客様・お得意
様』のことを理解していないとどうしよ
うもないし、お客様の情報をできれば定
量的に、すくなくとも定性的に集めてい
なければ身動き取れない。ということで、
これまで２回にわたって、どうやって定
性的な情報を集めるかというお話をして
きました。
　それをまとめると、Ｂ to Ｂなら『トッ
プが実際にお客様に会う』こと。
　Ｂ to Ｃなら、『お客様との接点である
販売店に、トップが会う』ことが大事、
ということでした。で、さらにそ
の上で、エンド・ユーザーの声を
集める仕組みをどう作るか、集め
るだけじゃなく、エンド・ユーザー
と実際に交流する場を、どうやって
作り上げていくかってことも大切
なんですが、これについては戦略の
実施フェーズとも絡んでいくので、
機会を見てお話しましょうね。
　さて、そうやって具体的な『生』
の情報を組織的・継続的に集める

ことができて初めて、地に足の着いた
3C 分析ができるし、様々な分析ツー
ル（SWOT とか 4P とか 5force とか）
を使い倒して戦略策定に結びつけるこ
とができるわけです。使い倒すまで
はいかなくても、せめて 3Cと SWOT
は使えるようにしたいよね、というと
ころ。
　さて、いつもながら長くなっていま
すが、そうやってお客様の情報（声）
を集めたら、次は、その情報に基づい
て、具体的・実際的なお客様の姿を、
スタッフ全員の眼前にリアルな姿とし
て、まるでホログラムのように浮かぶ
まで、肉付けをしていきます。
　その作業をペルソナ化というのです
が、これについても、別の機会に改め
てご紹介するとして、3Cの続き。顧客
分析が一通りまとまったら、次は競合
分析。この時もあくまでも視点は、顧客。
自社及び自社商品にとって、競合する
企業、商品はなにかということを、お
客様の視点に基づいて分析していくわ
けですが、続きは次回ということで…。
ご清聴ありがとうございました。

で
き
る
役
員
を
育
て
る
こ
と
、

選
択
と
集
中
で
「
例
会
・
社
員

共
育
・
健
障
者
委
員
会
」「
Ｉ
Ｔ
・

経
営
・
広
報
委
員
会
」
の
二
つ

の
委
員
会
に
ま
と
め
る
こ
と
等

が
提
案
さ
れ
、採
択
し
ま
し
た
。

　

第
Ⅱ
部
の
記
念
講
演
は
、「
超

一
流
企
業
の
つ
く
る
た
め
の

『
超
戦
略
生
中
継
！
』」
の
テ
ー

マ
で
㈱
ア
イ
ラ
ン
ド
倶
楽
部
グ

ル
ー
プ
代
表
取
締
役
の
渡
口
昇

氏
よ
り
、
脳
の
特
性
を
学
び
、

経
営
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
社
員
教

育
に
も
活
用
し
て
い
る
事
例
を

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
Ⅲ
部
の
懇
親
会
に
は
、
宜

野
湾
市
長
を
は
じ
め
、
中
部
地

域
の
行
政
関
係
や
金
融
機
関
、

経
済
団
体
等
の
来
賓
が
参
加

し
、
同
友
会
へ
の
期
待
の
高
ま

り
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

五
月
十
三
日
て
だ
こ
ホ
ー
ル

に
て
、
第
二
十
一
回
浦
西
支
部

総
会
が
、
四
十
七
名
の
参
加
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
Ⅰ
部
の
総
会
議
事
で
は
、

支
部
の
活
動
は
、
年
輪
を
重
ね

る
木
の
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
着

実
に
成
長
し
続
け
、
太
く
強
靭

な
組
織
と
な
る
「
年
輪
経
営
」

の
道
を
歩
む
た
め
、
一
層
の
成

長
と
強
い
繋
が
り
で
共
に
楽
し

く
取
り
組
む
た
め
に
「
社
員
と

共
に
成
長
す
る
「
年
輪
経
営
」

を
め
ざ
そ
う
！
」
の
テ
ー
マ
が

掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
よ
い
経
営

者
と
な
り
、
よ
い
会
社
に
し
、

よ
い
経
営
環
境
へ
影
響
を
及
ぼ

し
、
ま
た
一
つ
よ
い
年
輪
を
重

ね
る
活
動
を
す
る
た
め
、
五
つ

の
委
員
会
を
軸
に
し
た
活
動
方

針
が
採
択
さ
れ
、
総
数
で
昨
年

度
よ
り
五
名
多
い
、
二
十
九
名

の
幹
事
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
浦
西
支
部
は
「
雇

用
・
就
労
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
設
営
担
当
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
第
Ⅱ
部
の
記
念
講
演

は
、
同
友
会
相
談
役
で
や
ん
ば

る
彩
葉
代
表
の
比
嘉
ゑ
み
子
氏

を
講
師
に
、「
僕
を
雇
っ
て
く

だ
さ
い
！
お
母
さ
ん
を
楽
に
さ

せ
た
い
ん
で
す
～�

障
害
者
雇

用
が
人
間
尊
重
経
営
の
入
り
口

～
」を
テ
ー
マ
に
話
し
ま
し
た
。

　

第
Ⅲ
部
の
懇
親
会
で
は
、
松

本
浦
添
市
長
が
来
賓
を
代
表
し

挨
拶
。「
い
ま
市
長
と
し
て
頑

張
っ
て
い
ら
れ
る
の
は
同
友
会

の
お
か
げ
」
と
感
謝
を
述
べ
、

今
年
度
、
中
小
企
業
振
興
基
本

条
例
制
定
に
向
け
て
、
同
友
会

の
果
た
す
役
割
に
期
待
を
寄
せ

ま
し
た
。

　

五
月
十
七
日
、
沖
縄
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
に
て
、
那
覇
支
部

第
十
八
回
支
部
総
会
が
百
名
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
Ⅰ
部
「
総
会
議
事
」
で
は

「
元
気
な
人
と
企
業
づ
く
り
で
、

地
区
・
支
部
の
さ
ら
な
る
組
織

強
化
を
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

下
、
支
部
・
地
区
活
動
も
人
づ

く
り
、
企
業
づ
く
り
に
力
を
入

れ
、
例
会
や
勉
強
会
で
「
労
使

見
解
」
を
学
び
、「
人
を
生
か

す
経
営
」
の
実
践
に
取
り
組
む

こ
と
や
会
勢
四
六
〇
社
を
め
ざ

す
こ
と
、
支
部
広
報
委
員
会
を

復
活
さ
せ
る
こ
と
な
ど
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
支
部
役

員
体
制
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

㈱
赤
マ
ル
ソ
ウ
の
座
間
味
亮
社

長
が
支
部
長
、
㈱
シ
ス
テ
ッ
ク

沖
縄
の
赤
嶺
宏
社
長
が
幹
事
長

と
し
て
、
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
Ⅱ
部
「
記
念
講
演
」
は
、

神
奈
川
同
友
会
会
員
で
㈱
湯
佐

和
の
湯
澤
剛
社
長
が
、
自
身
の

経
営
体
験
を
報
告
。
莫
大
な
借

金
を
抱
え
な
が
ら
も
、
同
友
会

で
学
び
、
人
を
生
か
す
経
営
を

軸
に
経
営
戦
略
を
立
案
し
、
苦

境
を
脱
し
た
経
緯
が
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
Ⅲ
部
「
懇
親
会
」
で
は
、

多
く
の
来
賓
の
方
と
懇
親
を
深

め
、
各
地
区
の
紹
介
を
し
ま
し

た
。

　

五
月
十
九
日
、
南
部
支
部
第

二
十
一
回
支
部
総
会
が
南
風
原

町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ち
む

ぐ
く
る
館
」
に
て
三
十
一
名
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
Ⅰ
部
「
総
会
議
事
」
で

は
、「
共
に
学
び
、
実
践
・
行

動
し
て　

よ
い
会
社　

よ
い
経

営
者　

よ
い
経
営
環
境
を
め
ざ

そ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、「
労
使

見
解
」
に
基
づ
く
「
人
を
生
か

す
経
営
」
の
総
合
実
践
に
取
り

組
み
、
企
業
変
革
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
活
用
し
た
二
十
一
世
紀

型
企
業
を
進
め
る
こ
と
、
役
員

と
し
て
の
資
質
を
高
め
、
支
部

を
構
成
す
る
三
市
三
町
の
役
員

を
中
心
に
、
同
友
会
運
動
を
推

進
す
る
こ
と
な
ど
六
つ
の
活
動

方
針
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
Ⅱ
部「
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

で
は
、
沖
縄
大
学
准
教
授
の
島

袋
隆
志
氏
、
Ｉ
Ｔ
通
信
㈱
の
高

橋
庸
正
氏
、
南
風
原
町
経
済
建

設
部
産
業
振
興
課
課
長
の
金
城

郡
浩
氏
の
三
名
を
パ
ネ
リ
ス
ト

に
「
南
風
原
町
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
が
で

き
る
ま
で
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

第
Ⅲ
部
「
新
役
員
発
表
会
」

で
は
、
来
賓
四
名
の
方
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
来
賓
の
方

を
中
心
に
着
座
し
て
テ
ー
ブ
ル

で
輪
を
囲
み
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　

五
月
十
四
日
、
ホ
テ
ル
共
和

に
て
、
宮
古
支
部
第
二
十
四
回

支
部
総
会
が
五
十
八
名
の
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
Ⅰ
部
「
総
会
議
事
」
で
は
、

「
今
こ
そ
、
原
点
回
帰
で
地
域

に
必
要
と
さ
れ
る
企
業
づ
く
り

を
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
役

員
会
の
活
性
化
に
取
り
組
む
こ

と
や
、
支
部
長
経
験
者
の
知
恵

や
経
験
を
支
部
に
還
元
す
る
た

め
に
支
部
長
経
験
者
に
よ
る

「
豊
見
親（
と
ぅ
ゆ
み
ゃ
か
い
）」

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
な
ど
の
方

針
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
支
部
役
員
体
制
は
、

新
た
に
ア
イ
ワ
家
具
の
砂
川
和

江
社
長
が
支
部
長
と
し
て
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
Ⅱ
部
「
記
念
講
演
」
は
、

那
覇
支
部
会
員
の
ラ
イ
ト
コ
ン

サ
ル
・
吉
田
勝
正
代
表
が
講
演

を
行
い
、
自
身
が
金
融
機
関
や

信
用
保
証
協
会
で
務
め
た
経
験

か
ら
、
金
融
機
関
の
有
効
活
用

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
話
さ
れ

ま
し
た
。

のののキャッチコピーのつくり方 Vol.4

売れるチカラ！ OKINAWA　代表　山原朝哉
プロフィール

「中小企業の経営活動そのものが地域貢献である」という考え
のもと、沖縄の発展に貢献する企業の役に立つため、経営コン
サルティング、マーケティング・コンサルティングを中心に活
動しています。特にファシリテーションやコーチングによる社

員を巻き込んだコンサルテーションを得意としており、コミュニケーション能
力の育成を通してクライアント企業の社員のやる気・元気を引き出しています。
・旧姓　辺土名朝哉
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中
部
支
部
総
会

中
部
支
部
総
会

第
29
回

第
29
回

浦
西
支
部
総
会

浦
西
支
部
総
会

第
21
回

第
21
回

那
覇
支
部
総
会

那
覇
支
部
総
会

第
18
回

第
18
回

南
部
支
部
総
会

南
部
支
部
総
会

第
21
回

第
21
回

宮
古
支
部
総
会

宮
古
支
部
総
会

第
24
回

第
24
回

八
重
山
支
部
総
会

八
重
山
支
部
総
会

第
26
回

第
26
回

碧
の
会
総
会
（
女
性
経
営
者
）

碧
の
会
総
会
（
女
性
経
営
者
）

第
28
回

第
28
回

守
礼
ネ
ッ
ト
会
総
会
（
観
光
）

守
礼
ネ
ッ
ト
会
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渡口昇氏の話を熱心に聞く会員

冒頭で挨拶をする友寄利津子支部長

湯澤剛社長

パネルディスカッションで条例について語
るパネリストたち

新三役の紹介と新年度に向けて決意を語る砂
川和江支部長
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第
二
十
六
回
八
重
山
支
部
総

会
が
、
五
月
十
八
日
に
ホ
テ
ル

ミ
ヤ
ヒ
ラ
に
て
、
三
十
三
名
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
Ⅰ
部
で
は
、
特
に
女
性
会

員
を
含
め
た
増
強
に
取
り
組

み
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
団
体

を
め
ざ
す
今
年
度
の
方
針
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
Ⅱ
部
の
記
念
講
演
は
、
那

覇
支
部
会
員
で
ソ
ム
ノ
ク
エ
ス

ト
㈱
社
長
の
江
口
直
美
氏
が

「
地
域
に
か
か
わ
る
中
で
神
風

を
つ
く
る�

～
沖
縄
発
サ
プ
リ

の
魅
力
と
同
友
会
か
ら
の
発
信

～
」を
テ
ー
マ
に
、沖
縄
の
ク
ヮ

ン
ソ
ウ
と
関
わ
り
、
快
眠
素
材

の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
県
経
済

の
活
性
化
に
繋
が
る
展
望
を
語

り
ま
し
た
。

　

第
Ⅲ
部
の
懇
親
会
で
は
、
石

垣
市
長
を
は
じ
め
、
金
融
関
係

や
学
校
関
係
者
な
ど
十
五
名
の

来
賓
が
参
加
し
、
石
垣
に
お
け

る
同
友
会
支
部
活
動
の
活
性
化

に
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

第
二
十
八
回
「
碧
の
会
」
部

会
総
会
が
、
五
月
十
一
日
に
沖

縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
Ⅰ
部
「
総
会
議
事
」
で
は
、

第
一
次
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
総
括

し
、
今
後
五
年
間
の
第
二
次
中

期
ビ
ジ
ョ
ン
が
提
案
。「
働
く

人
が
希
望
を
持
て
る
未
来
に
向

け
、
学
び
実
践
す
る
質
の
高
い

女
性
経
営
者
を
目
指
し
ま
す
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
等
採
択
。

　

第
Ⅱ
部
の
記
念
講
演
は
、
代

表
理
事
で
㈱
ア
イ
リ
ス
エ
ス
テ

サ
ロ
ン
の
新
城
恵
子
社
長
が
、

「
経
営
者
と
し
て
の
二
十
九

年
！
～
入
り
口
か
ら
出
口
ま
で

の
軌
跡
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
起

業
か
ら
の
経
緯
と
そ
の
後
の
度

重
な
る
試
練
を
乗
り
越
え
て
き

た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

な
ど
売
上
高
が
増
加
し
て
お
り
、

今
後
も
観
光
関
連
の
好
調
に
押

さ
れ
本
土
ホ
テ
ル
業
界
の
沖
縄

へ
の
投
資
も
好
調
な
動
き
と
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

沖
縄
県
内
建
設
業
の
未
来
に
つ

い
て
研
究
会
を
開
催
し
政
策
要

望
・
提
言
を
行
う
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。ま
た
、施
設
の
視
察

の
実
施
、
他
の
部
会
と
も
交
流

を
深
め
、
各
分
野
の
着
眼
点
を

吸
収
す
る
な
ど
の
活
動
方
針
等

が
発
表
さ
れ
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
の
選
出
で
は
、
今
年
度

新
た
に
役
員
を
追
加
し
、
新
体

制
と
し
て
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

建
設
関
連
部
会
「
み
ら
い

21
」
第
十
六
回
部
会
総
会
が
、

五
月
九
日
に
十
名
の
参
加
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
Ⅰ
部
「
総
会
議
事
」で
は
、

中
部
徳
洲
会
病
院
や
民
間
工
事

　

五
月
九
日
、
情
報
関
連
部

会
「
ｅ
お
き
な
わ
」
第
十
六
回

部
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
総
会

議
事
に
は
十
八
名
の
部
会
会
員

が
出
席
し
ま
し
た
。「
も
っ
と

ワ
ク
ワ
ク
！
『
ｅ
お
き
な
わ
』」

　

環
境
関
連
部
会
「
エ
コ
ま
～

る
」
第
十
三
回
部
会
総
会
の
第

Ⅰ
部
「
総
会
議
事
」
で
は
、
地

球
温
暖
化
問
題
や
沖
縄
の
環
境

問
題
、環
境
関
連
産
業
の
現
状
・

課
題
に
つ
い
て
正
確
に
把
握
す

る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト

や
Ｍ
Ｆ
Ｃ
Ａ
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
21
へ
の
推
進
、
会
員
の
体
験

報
告
を
行
う
例
会
や
学
習
会
の

開
催
、
環
境
関
連
の
企
業
・
施

設
の
視
察
の
実
施
、
ま
た
「
沖

縄
県
中
小
企
業
の
振
興
に
関
す

る
条
例
」
を
活
用
し
、県
及
び
、

行
政
や
関
係
機
関
に
対
し
、
要

望
・
提
言
を
行
う
こ
と
な
ど
の

活
動
方
針
等
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

役
員
の
選
出
で
は
、
今
年
度

新
た
に
二
名
が
追
加
さ
れ
、
新

体
制
と
し
て
活
動
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
今
年

度
は
会
員
企
業
の
Ｉ
Ｔ
化
や
部

会
員
の
交
流
・
会
員
訪
問
な
ど

新
た
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
、「
Ｉ
Ｔ
津
梁
ま
つ

り
二
〇
一
七
」
は
、
オ
ー
ル
沖

縄
で
取
り
組
み
フ
ァ
ン
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
、
八
つ

の
柱
を
中
心
に
活
動
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

新
年
度
の
役
員
は
、
部
長
に

Ｉ
Ｔ
通
信
㈱
の
高
橋
庸
正
氏
、

幹
事
長
に
沖
縄
設
計
サ
ー
ビ
ス

㈱
の
當
野
正
樹
氏
が
第
一
回
運

営
委
員
会
で
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

五
月
九
日
、
沖
縄
産
業
支
援

セ
ン
タ
ー
に
て
、
守
礼
ネ
ッ
ト

会
第
二
十
二
回
部
会
総
会
が

十
四
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
Ⅰ
部
「
総
会
議
事
」
で
は

前
年
度
守
礼
ネ
ッ
ト
会
で
取
り

組
ん
だ
全
国
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
取
り
組
み
を
中
心
と
す
る
活

動
報
告
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
活

動
方
針
と
し
て
、
前
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
「
い
ち
ゃ
り
ば

う
ち
な
ー
観
光
研
究
会
」
の
充

実
、
企
業
連
携
推
進
に
向
け
、

今
後
の
四
部
会
連
携
を
検
討
す

る
中
心
的
役
割
を
担
う
こ
と
な

ど
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
体
制
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
幹
事
長
と
し
て
、

㈲
ウ
エ
ス
ト
マ
リ
ン
の
新
城
秀

作
課
長
、
副
幹
事
長
と
し
て
、

前
幹
事
長
で
那
覇
セ
ン
ト
ラ
ル

ホ
テ
ル
の
新
城
良
仁
部
長
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
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幹　事	 佐　平　八十男	 ㈱佐平建設	 社長
　〃	 外　間　政　弘	 ㈲間設計	 社長
　〃	 平　良　修　一	 大鏡建設㈱	 社長
　〃	 山　城　忠　雄	 八建実業㈱	 社長
　〃	 知　念　礼　子	 琉球ゴーレックス㈱	 社長
　〃	 宜　保　　　剛	 ㈱ビガロ	 社長
　〃	 大　城　朝　博	 ㈱エー・アール・ジー	 取締役部長
　〃	 當　間　嗣　泰	 ㈲繁樹園	 社長
会計監査	 玉　城　功　佳	 南光開発㈱	 社長
　〃	 照　屋　　　栄	 ㈱照正組	 副社長

以上。

2016年度 「ｅおきなわ」役員一覧（順不同）

部　長	 高　橋　庸　正	 ＩＴ通信㈱	 社長
副部長　前　田　　　憲	 ㈱さうすウェーブ	 社長
　〃	 屋　宜　宣　秀	 学校法人フジ学園・専門学校ITカレッジ沖縄	 事務局長
　〃	 安次嶺　之　治	 ㈱沖縄エジソン	 専務
幹事長　當　野　正　樹	 沖縄設計サービス㈱	 社長
副幹事長	 大　城　純一郎	 ㈱コンピュータ沖縄	 部長
運営委員	 上江洲　　　正	 ㈱シーラジャパン	 社長
　〃	 富　田　治　敏	 ㈱ケイオーパートナーズ	 社長
　〃	 伊　波　竜　作	 ㈱グローバルリンク	 社長
　〃	 波　平　恵　太	 ㈱okicom	 部長
　〃	 當　間　直　樹	 サイ・テク・カレッジ	教務部長
　〃	 仲宗根　　　章	 ㈱アイセック・ジャパン	 課長
　〃	 山　城　智　美	 合同会社Aquasys	 CMO兼代表社員
　〃	 松　田　　　穣	 トラストコミュニケーション㈱	 社長
　〃	 藤　田　利　久	 ㈱アクティエージェント	 社長
　〃	 新　井　良　直	 ㈱夢づくり沖縄	 社長
　〃	 金　子　　　泉	 ㈱てぃーだクラウド	 社長
　〃	 比　嘉　智　明	 カナイ経営支援研究所	 代表
　〃	 山　川　朝　教	 障がい者ＩＴサポートおきなわ	 アドバイザー
　〃	 宮　城　庄　吉	 ㈱スピア	 専務
　〃	 宮　里　敏　夫	 ㈱ジーエヌエー	 社長
会計監査	 石　川　元　章	 ㈱ジムキ文明堂	 社長
　〃	 島　袋　永　伸	 専門学校日経ビジネス	 代表

以上。

2016年度  ｢エコま〜る｣役員一覧（順不同）

部　長	 玉　栄　章　宏	 ㈲きらら総合企画	 社長
副部長	 玉　城　栄　功	 ㈲リサイクルセンター沖縄	 社長
　〃	 桑　江　　　浩	 中城湾港運㈱	 社長
幹事長	 高江洲　苗　美	 ㈲フジ砕石	 社長
運営委員	 座間味　唯　康	 (資)沖縄浄管センター	 代表
　〃	 下　田　美智代	 ㈱共栄環境	 社長
　〃	 宮　城　光　秀	 ㈲大宮工機	 専務
　〃	 福　里　清　孝	 ㈲サニマイト	 社長
　〃	 名　嘉　光　男	 ㈱地域技術研究所	 社長
　〃	 高　橋　庸　正	 ＩＴ通信㈱	 社長
　〃	 玉　寄　通　孝	 日本検査キューエイ㈱	 所長
　〃	 上　原　正　彦	 ㈱テンポンドジャパン	 社長
　〃	 金　城　繁　治	 ㈲環境クリーン開発	 社長
　〃		 大　城　康　一	 りゅうせき商事㈱	 取締役事業部長
会計監査	 石　垣　　　洋	 沖縄県油脂事業協同組合	 代表理事
　〃	 村　吉　政　勇	 ㈲村吉ガス圧接工業	 社長

以上。

2016年度 「うりずん」役員一覧（順不同）

部　長	 髙　木　美香子	 ㈱ビジネススタッフ	 社長
副部長	 藤　田　利　久	 ㈱アクティエージェント	 社長
　〃	 武　島　多加雄	 ㈲たけちゃんほーむ	 社長
　〃	 安次富　淳　子	 ㈱エマオ	 社長
　〃	 松　下　信　一	 ㈱赤マルソウ	 次長
幹事長	 宮　里　賢　周	 ㈱ジーエヌエー	 課長
運営委員	 竹　　　富　久	 ㈲たけ事務	 専務
　〃		 座間味　一　朗	 ㈱ざまみダンボール
　〃	 宇佐美　幸　恵	 ㈱ＰＢコミュニケーションズ	 取締役
　〃	 仲　村　新　吾	 ㈱宜野湾電設	 取締役統括部長
　〃		 玉　城　麻　由	 Office	ＥＤＵＣＯ	 代表
　〃	 上　間　洋　典	 ㈱ＦＩＮＥＳＳ	 社長
　〃	 當　野　正　樹	 沖縄設計サービス㈱	 社長
　〃	 森　山　　　賢	 ㈱琉球補聴器	 社長
　〃	 林　　　海　濤	 ㈱okicom	 主任
　〃	 小井土　利　行	 ㈱近代美術
　〃	 仲　本　　　明	 イカリ消毒沖縄㈱	 取締役
　〃	 仲　村　　　剛	 ㈱財全エステート	 部長
　〃	 長谷川　明　美	 ㈲一銀サービス	 営業部長
　〃	 上　地　裕　介	 ㈱沖縄ＭＩＥ	 取締役
　〃	 糸　数　幸　恵	 ㈱丸元建設	 常務
　〃	 金　子　智　和	 オフィストモタ	 代表
　〃	 高　良　盛　幸	 ユーアイホーム㈱	 社長
　〃	 新　崎　美由紀	 新崎住宅㈱	 社長
　〃	 松　田　一　志	 イノベーションサービス沖縄	 代表
会計監査	 西　村　直　人	 西村眞一税理士事務所	 監査担当
　〃	 大　庭　直　樹	 ㈱ももやま	 社長

以上。

2016年度　八重山支部役員一覧（順不同）

支部長	 津嘉山　　　航	 ㈱ゆにばいしがき	 社長
副支部長	 山　城　忠　雄	 八建実業㈱	 社長
　〃	 前　原　博　一	 前原博一税理士事務所	 所長
幹事長	 宮　里　　　剛	 ㈲八島印刷	 社長
幹　事	 宮　良　高　彰	 ㈲PLANｔPLAN	 社長
　〃	 塩　谷　　　篤	 石垣島ビール㈱	 社長
　〃	 山　原　博　之	 石垣島モリンガ	 代表
　〃	 宮　平　　　輝	 宮平観光㈱	 課長
　〃	 糸　数　修　一	 三桂㈲	 社長
　〃	 池　原　　　優	 池原酒造所	 製造長
　〃	 新　里　順　子	 ㈱がんじゅうさ～　　　　　　
　〃	 金　城　利　憲	 ㈱石垣島ハム燻製工房	 社長
　〃	 神　谷　政　明	 K.コンディショニング	 代表
　〃	 粟　盛　　　卓	 ㈱三光電設	 常務
　〃	 石　垣　憲　良	 ㈲牛種子牧場	 取締役
　〃	 山　城　常　光	 ㈱オキジム八重山支店	 支店長
　〃	 米　盛　長　広	 ㈱アクティブ	 社長
　〃	 桃　原　用　壮	 ㈲桃原建材	 社長
　〃	 宮　良　　　薫	 ㈱八重山日報社	 社長
会計監査	 高　良　和　男	 高良税務会計事務所	 所長
　〃	 和　田　明　人	 ㈲ディーシーコーポレーション	 社長

　以上。

2016年度　碧の会役員一覧（順不同）

部　長	 宮　里　真由美	 三建設備㈱	 社長
副部長	 下　田　美智代	 ㈱共栄環境	 社長
　〃	 與　崎　文　美	 ㈲アンカー商事	 常務
　〃	 嘉　数　智　絵	 ㈱もりお玩具	 常務
　〃	 与那覇　依　子	 ㈱樹来	 社長
　〃	 崎　原　盛　子	 ㈱スピア	 社長
幹事長	 生天目　千加子	 onde	ninfea㈱	 社長
運営委員	 外　間　真奈美	 ㈱大輝	 専務
　〃	 大　城　恵　美	 ㈱近代美術	 社長
　〃	 真栄城　京　子	 アイアイエターナル	 代表者
　〃	 野　口　蘭　子	 専門学校日経ビジネス	 教務部部長
　〃	 知　念　礼　子	 琉球ゴーレックス㈱	 社長
　〃	 上　原　初　枝	 ㈲朝日印刷	 社長
　〃	 砂　川　智　子	 ㈲楽園の果実	 社長
　〃	 江　口　直　美	 ソムノクエスト㈱	 社長
　〃	 根　橋　理　香	 ㈱カリタス	 社長
　〃	 具志堅アメリア	 ㈲アンテナ	 取締役人材開発事業部長
　〃	 黒　岩　珠　枝	 アロマリライフ	 代表
　〃	 望　月　弘　子	 開法律事務所　　　　　　　　
　〃	 高　木　美香子	 ㈱ビジネススタッフ	 社長
　〃	 高江州　苗　美	 ㈲フジ砕石	 社長	
　〃	 長谷川　明　美	 ㈲一銀サービス	 営業部長
　〃	 安次富　淳　子	 ㈱エマオ	 社長	
　〃	 比　嘉　亜矢子	 那覇埠頭倉庫㈱	 専務
　〃	 下　野　たえ子	 ㈱母太樹	 社長	
　〃	 棚　原　章　子	 ㈱寄宮	 企画開発部課長	
会計監査	 石　川　京　美	 ㈱いしかわ文明堂	 社長
　〃	 伊志嶺　智　子	 ㈱アメニティ	 専務
相談役	 糸　数　久美子	 ㈱ＩＴＡＣ	 社長
　〃	 澤　岻　カズ子	 ㈱御菓子御殿	 会長

以上。

2016年度 「守礼ネット会」役員一覧（順不同）

部　長	 比　嘉　　　勤	 ㈲サニープラン(太陽ツーリスト）	 社長
副部長	 上　原　　　嵩	 ㈱国際企画	 社長
　〃	 運　天　克　己	 ㈱トヨタレンタリース沖縄	常務
　〃	 蔵　根　尚　美	 沖縄サンコーストホテル	 社長
幹事長	 新　城　秀　作　㈲ウエストマリン	 課長
副幹事長	 新　城　良　仁	 那覇セントラルホテル（㈱まえたか）	 統括部長
運営委員	 新　里　清　光	 おきなわ山吹	 代表者
　〃	 玉　盛　雅　通	 ㈱西表島観光センター	 会長
　〃	 猪　子　立　子	 がじゅまる観光㈱	 社長
　〃	 野　中　　　剛	 ＩＴ通信㈱	
　〃	 比屋根　　　拓	 Japan&Asia	Biz	Support	行政書士事務所	 所長
　〃	 赤　嶺　　　剛	 ㈲スタプランニング	 社長
　〃	 山　城　朝　美	 ㈲梯梧	 社長
　〃	 宮　城　　　朗	 ㈱OTSサービス経営研究所	 課長
　〃	 五　代　真紀子	 ㈱ディネ	アンド	インディー	 社長
会計監査	 国　吉　真　和	 パシフィックホテル沖縄	 総支配人
　〃	 大　城　裕　美	 ㈲首里琉染	 社長

以上。

2016年度 「みらい21」役員一覧（順不同）

部　長	 池　田　雅　人	 ㈱アイエムアイコーポレーション	 取締役
副部長	 下　地　一　則	 大晋建設㈱	 副社長
　〃	 呉　屋　博　幸	 大成設備工業㈱	 社長
幹事長	 糸　数　幸　恵	 ㈱丸元建設	 常務
幹　事	 仲　村　　　明	 ㈱宜野湾電設	 社長
　〃	 安慶名　サカエ	 ㈲中部大理石	 社長
　〃	 久　米　清　博	 久建工業㈱	 課長

中
部
支
部
総
会

中
部
支
部
総
会

第
29
回

第
29
回

浦
西
支
部
総
会

浦
西
支
部
総
会

第
21
回

第
21
回

那
覇
支
部
総
会

那
覇
支
部
総
会

第
18
回

第
18
回

南
部
支
部
総
会

南
部
支
部
総
会

第
21
回

第
21
回

宮
古
支
部
総
会

宮
古
支
部
総
会

第
24
回

第
24
回

八
重
山
支
部
総
会

八
重
山
支
部
総
会

第
26
回

第
26
回

碧
の
会
総
会
（
女
性
経
営
者
）

碧
の
会
総
会
（
女
性
経
営
者
）

第
28
回

第
28
回

守
礼
ネ
ッ
ト
会
総
会
（
観
光
）

守
礼
ネ
ッ
ト
会
総
会
（
観
光
）

第
22
回

第
22
回

み
ら
い
21
総
会
（
建
設
）

み
ら
い
21
総
会
（
建
設
）

第
16
回

第
16
回

ｅ
お
き
な
わ
総
会
（
情
報
）

ｅ
お
き
な
わ
総
会
（
情
報
）

第
16
回

第
16
回

エ
コ
ま
〜
る
総
会
（
環
境
）

エ
コ
ま
〜
る
総
会
（
環
境
）

第
13
回

第
13
回

中
部
支
部
総
会

中
部
支
部
総
会

第
29
回

第
29
回

浦
西
支
部
総
会

浦
西
支
部
総
会

第
21
回

第
21
回

那
覇
支
部
総
会

那
覇
支
部
総
会

第
18
回

第
18
回

南
部
支
部
総
会

南
部
支
部
総
会

第
21
回

第
21
回

宮
古
支
部
総
会

宮
古
支
部
総
会

第
24
回

第
24
回

八
重
山
支
部
総
会

八
重
山
支
部
総
会

第
26
回

第
26
回

碧
の
会
総
会
（
女
性
経
営
者
）

碧
の
会
総
会
（
女
性
経
営
者
）

第
28
回

第
28
回

守
礼
ネ
ッ
ト
会
総
会
（
観
光
）

守
礼
ネ
ッ
ト
会
総
会
（
観
光
）

第
22
回

第
22
回

み
ら
い
21
総
会
（
建
設
）

み
ら
い
21
総
会
（
建
設
）

第
16
回

第
16
回

ｅ
お
き
な
わ
総
会
（
情
報
）

ｅ
お
き
な
わ
総
会
（
情
報
）

第
16
回

第
16
回

エ
コ
ま
〜
る
総
会
（
環
境
）

エ
コ
ま
〜
る
総
会
（
環
境
）

第
13
回

第
13
回

中
部
支
部
総
会

中
部
支
部
総
会

第
29
回

第
29
回

浦
西
支
部
総
会

浦
西
支
部
総
会

第
21
回

第
21
回

那
覇
支
部
総
会

那
覇
支
部
総
会

第
18
回

第
18
回

南
部
支
部
総
会

南
部
支
部
総
会

第
21
回

第
21
回

宮
古
支
部
総
会

宮
古
支
部
総
会

第
24
回

第
24
回

八
重
山
支
部
総
会

八
重
山
支
部
総
会

第
26
回

第
26
回

碧
の
会
総
会
（
女
性
経
営
者
）

碧
の
会
総
会
（
女
性
経
営
者
）

第
28
回

第
28
回

守
礼
ネ
ッ
ト
会
総
会
（
観
光
）

守
礼
ネ
ッ
ト
会
総
会
（
観
光
）

第
22
回

第
22
回

み
ら
い
21
総
会
（
建
設
）

み
ら
い
21
総
会
（
建
設
）

第
16
回

第
16
回

ｅ
お
き
な
わ
総
会
（
情
報
）

ｅ
お
き
な
わ
総
会
（
情
報
）

第
16
回

第
16
回

エ
コ
ま
〜
る
総
会
（
環
境
）

エ
コ
ま
〜
る
総
会
（
環
境
）

第
13
回

第
13
回

懇親会にて津嘉山航支部長が語る

これまでの経営体験を話す新城恵子
代表理事

今年度の活動方針を発表する比嘉
勤部長

スローガンを発表する高橋庸正部長

新年度の活動方針を発表する玉栄章宏部長

昨年の活動報告をする池間守幹事長
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秋
か
ら
冬
場
が
一
番
の
稼
ぎ

時
。
修
学
旅
行
や
老
人
会
な
ど

の
予
約
が
殺
到
し
ま
す
。
起
業

当
初
は
、
白
ナ
ン
バ
ー
の
パ
ー

ラ
ー
車
と
し
て
運
営
、
十
四
年

前
に
観
光
バ
ス（
旅
客
運
送
業
）

の
認
可
を
取
り
法
人
化
。

　

サ
ロ
ン
バ
ス
、
お
座
敷
バ
ス

は
高
度
な
運
転
技
術
が
必
要

で
、
普
通
に
運
転
す
る
と
ド
リ

ン
ク
類
な
ど
が
こ
ぼ
れ
て
し
ま

う
。
と
て
も
気
を
使
う
の
で
ベ

テ
ラ
ン
の
運
転
手
が
専
任
で

や
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
形
態
も
様
々
で
す
。
模

合
や
、
正
月
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
パ
ー
テ
ィ
な
ど
で
の
利
用
も

あ
り
ま
す
。
結
婚
式
、
海
洋
博

公
園
で
の
花
火
大
会
、
ゴ
ル
フ

の
帰
り
な
ど
で
の
歌
い
な
が
ら

飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
で
き
る

㈱はいさい観光

代表取締役  崎
さき

間
ま

 珠
たま

恵
え

 氏

所在地／
ＴＥＬ／
事業内容／

うるま市石川2414-1
098-964-7011
バス事業（大型バス、
観光サロンバス、介
護車等貸切・送迎）

の
は
こ
の
バ
ス
な
ら
で
は
の
醍

醐
味
。
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は

誰
に
も
邪
魔
さ
れ
な
い
会
議
と

し
て
の
利
用
。
も
ち
ろ
ん
会
議

が
終
わ
れ
ば
宴
会
場
に
早
変
わ

り
で
す
。
ま
た
、
古
宇
利
島
が

整
備
さ
れ
る
前
な
ど
は
砂
浜
ま

で
乗
り
付
け
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

な
ど
で
の
利
用
が
で
き
ま
し
た
。

　

旅
行
業
の
免
許
は
な
い
の
で

独
自
で
企
画
・
集
客
は
で
き
ま

せ
ん
。
お
客
様
は
口
コ
ミ
が
殆

ん
ど
。
紹
介
、
紹
介
で
問
合
せ

が
き
ま
す
。
サ
ロ
ン
バ
ス
、
お

座
敷
バ
ス
は
県
内
で
は
コ
コ
だ

け
。
大
手
に
は
な
い
独
自
の
路

線
を
進
み
た
い
。
中
小
の
生
き

残
り
は
、
な
る
べ
く
競
争
を
避

け
て
、大
手
と
は
異
な
る
独
自
の

や
り
方
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

最
近
は
台
湾
、韓
国
な
ど
か
ら
の

部
座
席
を
改
造
し
て
、
畳
と
座

椅
子
、
机
を
配
置
し
て
、
こ
た

つ
を
囲
む
よ
う
に
バ
ス
の
中
で

飲
食
や
カ
ラ
オ
ケ
、
会
議
が
で

き
る
バ
ス
。
も
う
一
台
は
、
い

わ
ゆ
る
サ
ロ
ン
バ
ス
。
後
部
座

席
を
コ
の
字
型
に
机
を
配
置
し

た
洋
風
の
居
酒
屋
ス
タ
イ
ル
。

カ
ラ
オ
ケ
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
冷
蔵
庫
、

ビ
ー
ル
サ
ー
バ
ー
、和
室
、洋
室
、

準
個
室
を
配
置
し
た
夢
の
観
光

バ
ス
で
す
。
サ
ロ
ン
バ
ス
は
全

国
に
あ
り
ま
す
が
、
お
座
敷
バ

ス
は
全
国
初
で
す
。

外
国
人
の
利
用
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
夢
は
、
県
内
向
け
、

特
に
女
性
客
向
け
の
プ
チ
観

光
。
う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ
は
意
外

に
沖
縄
を
知
ら
な
い
の
で
、
公

園
や
買
い
物
で
休
み
を
過
ご
し

が
ち
。
特
に
子
供
が
い
る
と
羽

目
を
は
ず
す
こ
と
も
ま
ま
な
ら

ず
、
た
ま
に
は
ス
ト
レ
ス
解
消

も
必
要
。
だ
か
ら
早
朝
か
ら
お

昼
過
ぎ
ま
で
の
半
日
プ
チ
観
光

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。」

と
夢
を
語
り
ま
し
た
。

　

中
部
支
部
広
報
取
材
班
（
㈲

ア
ン
カ
ー
商
事
・
輿
崎
文
美
、

㈱
夢
づ
く
り
沖
縄
・
新
井
良
直
）

　

も
と
も
と
飲
食

店
を
経
営
し
て
い

ま
し
た
が
、
十
七

年
前
に
模
合
仲
間

と
一
緒
に
立
ち
上

げ
た
の
が
今
の
観

光
バ
ス
会
社
。
所

有
バ
ス
は
十
台
、

五
十
人
乗
り
や

六
十
人
乗
り
な
ど

の
大
型
バ
ス
が
大

半
で
す
が
、数
台
、少
し
か
わ
っ

た
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。
一
台
は

日
本
初
の
「
お
座
敷
バ
ス
」。
後

　

五
月
七
日
、
沖
縄
産
業
支
援

セ
ン
タ
ー
に
て
、
若
手
経
営
者

部
会
「
う
り
ず
ん
」
第
九
回
部

会
総
会
が
四
十
一
名
の
参
加
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
Ⅰ
部
「
総
会
議
事
」
で
は
、

「
部
会
例
会
の
定
期
的
開
催
」、

「
学
習
会
や
研
修
会
の
開
催
」

な
ど
五
つ
を
柱
に
し
た
活
動
方

針
等
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
Ⅱ
部
の
「
特
別
例
会
」
で

は
神
奈
川
同
友
会
の
㈱
ク
ニ
ヨ

シ
社
長
早
間
雄
大
氏
が
「
社
業

と
同
友
会
活
動
は
不
離
一
体
」

を
テ
ー
マ
に
報
告
。
早
間
氏
は
、

当
時
、「
自
主
」・「
民
主
」・「
連

帯
」
の
精
神
に
は
ま
り
、
自
分

自
身
の
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ

を
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

と
な
っ
た
の
が
体
験
報
告
で
す
。

今
で
は
、
①
原
因
自
分
論
②
主

体
性
③
恩
送
り
の
３
つ
の
想
い

を
大
事
に
し
、
社
員
に
は
「
奨

励
金
制
度
」
を
行
い
、
自
主
性

を
高
め
て
い
ま
す
。
最
後
は
、

十
年
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
し
て
い

た
か
ら
今
が
あ
り
ま
す
。
初
心

に
帰
り「
自
主
」「
民
主
」「
連
帯
」

の
精
神
と
は
何
か
を
考
え
、
で

き
る
こ
と
を
一
つ
で
も
行
う
こ

と
が
、
よ
い
会
社
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
ま

た
、今
年
度
中
同
協
青
年
部
共
同

代
表
を
務
め
る
立
場
か
ら
、
二

年
後
に
沖
縄
で
開
催
さ
れ
る「
青

全
交
」
に
ふ
れ
、大
き
な
期
待
を

寄
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
総

会
で
は
珍
し
い
、
グ
ル
ー
プ
討

論
で
学
び
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

　

第
Ⅲ
部
「
懇
親
会
」
で
は
、

今
季
卒
業
者
の
セ
レ
モ
ニ
ー
と

し
て
卒
業
す
る
六
氏
に
よ
る

「
泡
盛
の
注
ぎ
入
れ
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

日本初のお座敷バス！日本初のお座敷バス！

　那覇支部政策委員会では、那覇市内の会員企業に対して経営
課題に関するアンケート調査を毎年実施している。これは、那
覇支部会員企業の経営課題を可視化するとともに、本委員会が
毎年那覇市に対して行っている政策提言の根拠となっている。
今回は、431社に対して調査を行い、101社から回答を得た。（回
答率23.4%）
　ここでは、その結果から見える、「人材育成」と「女性の社会
参画」について述べたい。

一、人材育成に関する現状と課題
　人材の質を重視するも、人材の確保と育成が課題。企業側
の人材育成ノウハウや担当人材の養成も併せて課題となって
いる。
•�経営課題においては「技術力や人材能力の向上」が最も高く、
回答者全体の57.4% を占める。

•�人材について「人数より質が
優先」との回答は、回答者全
体の90% であり、中小企業
においても人材の「質」が求
められている。

•�人材確保では、「求める人材
の不足」が68% と最も高い。
また、人材育成では、「自社
で人材確保・育成を担当する
社員の不足」が57%、「自社
のノウハウ不足」が40% な
どが課題。（図１）

二、女性の社会参画に関する現状と課題
　女性の社会参画に対する課題意識も高く、女性人材の採用
にも積極的な回答が見られるものの、企業内においては代替
要員の確保など対策面での課題が多い。
•�「沖縄の地域で女性の社会参画に関する課題は多いか」と
の問いには、「非常に多いと思う」「やや多いと思う」との
回答が75%を占める。

•�女性の社会参画の障壁では、「託児施設など社会施設の不足」
（77%）、「家族・家庭の理解や支援の不足」（56%）、「企業
の認識や制度」（53%）が上位３位になっている。

•�女性人材の採用については、
「採用したい」「条件次第では
採用したい」との回答が89%
を占め、新入社員・中途社員・
中高年者の採用希望と比べ、
最も高い。

•�女性の社会参画にあたり、企
業の中で実施困難な事項は、
「代替要員の確保」が55%、「変
則勤務の実施」が35%、「産
休育休の実施」35% が上位
３件となっている。（図２）
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貴社での人材確保や
教育についての「障壁」
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n＝101（複数回答）
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人材の不足
28％
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図２
女性の社会参画にあたり
企業で実施が困難な事項
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那覇支部・政策委員会
〔政策提言アンケート〕結果（抜粋）

第258回

独
自
の
や
り
方
が
口
コ
ミ
を
誘
う
！

独
自
の
や
り
方
が
口
コ
ミ
を
誘
う
！

初
・
特
別
例
会
で
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
い
、
学
び
深
め
る

初
・
特
別
例
会
で
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
い
、
学
び
深
め
る

う
り
ず
ん
総
会
（
若
手
経
営
者
）

う
り
ず
ん
総
会
（
若
手
経
営
者
）

第
９
回

第
９
回

㈱はいさい観光
代表取締役　崎間 珠恵 氏 講師の早間雄太氏

「うりずん甕」に泡盛を注ぐ

熱く語る崎間さん

卒業生一同「ハイポーズ！」

今期の経営指針作成講座受講生に向け企
業変革支援プログラムを説明する西平氏

「今年度の研修も頑張りましょう」と話す大
城恵美社員教育委員長

第１回フォローアッ
プ講師の赤嶺毅氏 那覇支部西地区設立訪問
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ま
す
。
不
動
産
業
の
中
で
も
、

賃
貸
物
件
の
管
理
が
主
業
務
で

す
。
お
客
様
や
オ
ー
ナ
ー
様
と

の
や
り
取
り
を
通
し
て
、
教
え

や
、
感
謝
の
声
を
頂
く
こ
と
に

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

建
築
に
興
味
が
あ
っ
た
宮
里

さ
ん
は
、
ご
自
身
が
入
居
さ
れ

る
賃
貸
を
探
す
た
め
に
訪
れ
た

不
動
産
で
そ
の
応
対
を
通
し
て

面
白
い
仕
事
だ
と
感
じ
、
不
動

産
業
に
就
職
し
、
宅
建
資
格

を
取
得
し
ま
し
た
。
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
は
、
ヨ
ガ
や
ダ
イ

ビ
ン
グ
が
趣
味
と
い
う
ア
ク

テ
ィ
ブ
な
宮
里
さ
ん
で
す
。

　

会
社
で
は
、
同
友
会
や
そ

の
他
の
研
修
の
機
会
が
多

く
、
そ
の
中
で
変
化
の
激
し

い
時
代
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
柔
軟
な
発
想
が
大
事
だ

と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
仕

事
の
や
り
方
も
変
化
し
て
き

ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
を

大
切
に
し
な
が
ら
仕
事
に
取

り
組
み
、
財
全
グ
ル
ー
プ
の

一
員
と
し
て
の
意
気
込
み
を

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
同
友
会
の
行
事
や

会
合
へ
の
参
加
、
お
待
ち
し

て
い
ま
す
ね
。（
オ
フ
ィ
ス

Ｊ
キ
ャ
リ
ア　

平
良
純
子
）

　

不
動
産
事
業
、
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

す
る
財
全
グ
ル
ー
プ
の
中

で
、
不
動
産
業
を
営
む
財
全

エ
ス
テ
ー
ト
の
宮
里
純
子
さ

ん
は
、
入
社
五
年
目
の
中
堅

社
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

Ｋ．コンディショニング

所在地／
ＴＥＬ／
事業内容／

石垣市字大川 515-8
090-4343-7547
身体のコンディショ
ニング・ケアー

㈱財全エステート
（会員：代部長　仲村剛	氏）

宮
み や

里
ざ と

  純
じゅん

子
こ

さん

所在地／
ＴＥＬ／
事業内容／
ＵＲＬ／

浦添市仲西３-15- ５
098-870-5577
不動産業
http://zaizen-estate.co.jp

神
かみ

谷
や

 政
まさ

昭
あき

 氏

　
「
Ｋ.

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン

グ
っ
て
ど
こ
？�
ど
こ
に
あ

る
？
」
最
初
に
訪
れ
る
お
客
さ

ん
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
な
ん
と

か
こ
こ
に
た
ど
り
着
き
ま
す

が
「
ほ
と
ん
ど
の
方
は
リ
ピ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
帰
ら
れ
ま
す
」

と
話
す
神
谷
さ
ん
。
神
谷
さ
ん

が
施
す
「
Ｐ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ニ
ン
グ
」
と
仕
事
に
対
す

る
想
い
を
熱
く
語
っ
て
頂
き
ま

し
た
。

　
「
Ｐ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
は
脳
性
麻
痺
の
リ

ハ
ビ
リ
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、

筋
肉
は
動
か
し
た
後
、
非
常
に

緩
み
や
す
く
な
る
と
い
う
性
質

を
う
ま
く
利
用
し
た
運
動
療
法

で
す
。
関
節
の
可
動
域
は
も
と

も
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
姿

勢
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
動

く
部
分
が
小
さ
く
な
り
、
首
や

肩
、腰
な
ど
の
痛
み
に
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
を
再
び
動

け
る
よ
う
に
す
る
と
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
上

が
っ
て
い
き
ま
す
。」

　

宣
伝
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
す
る

程
度
、
す
べ
て
口
コ
ミ
か
ら
の

お
客
様
で
す
と
語
る
神
谷
さ

ん
。
意
外
だ
っ
た
の
は
女
性
の

お
客
様
が
多
い
と
い
う
こ
と

で
、
体
を
整
え
て
の
ダ
イ
エ
ッ

ト
が
目
的
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ

以
外
に
色
々
聞
け
た
の
は
ヘ
ル

ニ
ア
が
改
善
し
た
人
、
球
速
が

上
が
っ
た
ピ
ッ
チ
ャ
ー
、
発
声

が
良
く
な
る
か
ら
、
の
理
由
で

来
て
い
る
歌
手
の
方
な
ど
。

　
ほ
と
ん
ど
の
人
が
症
状
を
改
善

し
て
帰
ら
れ
る
よ
う
で
、リ
ピ
ー

タ
ー
が
多
い
の
も
頷
け
ま
す
。

　

視
線
の
先
に
は
「
石
垣
島
の

人
が
継
続
す
る
こ
と
、
運
動
前

後
の
ケ
ア
を
き
ち
ん
と
す
る
こ

　

五
月
二
十
六
日
～
二
十
七

日
、九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
「
支

部
長
・
支
部
役
員
研
修
交
流
会
」

が
佐
賀
県
に
て
開
催
さ
れ
沖
縄

よ
り
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

中
村
高
明
・
中
同
協
会
長
よ

り
「
同
友
会
理
念
と
企
業
経
営

は
不
離
一
体
」
の
テ
ー
マ
の
講

演
の
後
、
沖
縄
・
長
崎
・
福
岡

の
三
同
友
会
よ
り
事
例
報
告
が

さ
れ
ま
し
た
。
沖
縄
か
ら
は

「
同
友
会
づ
く
り
」
の
テ
ー
マ

で
真
栄
田
一
郎
副
代
表
理
事
よ

り
報
告
が
あ
り
、
自
身
が
務
め

た
三
年
間
の
組
織
委
員
長
と
し

て
の
体
験
を
話
し
ま
し
た
。
第

五
次
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
掲
げ
た

一
二
五
〇
名
の
会
勢
は
第
六
次

ビ
ジ
ョ
ン
に
持
ち
越
し
ま
し
た

が
、
最
高
会
勢
達
成
ま
で
の
取

り
組
み
と
経
営
指
針
で
強
靭
な

企
業
づ
く
り
の
実
践
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
「
条
例
づ
く
り
で

地
域
の
未
来
を
切
り
開
く
」
で

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
同
友
会
の
三

つ
の
目
的
の
総
合
実
践
と
併

せ
、
安
心
で
き
る
街
づ
く
り
へ

の
具
体
的
な
報
告
の
後
、
グ

ル
ー
プ
討
論
で
学
び
を
深
め
ま

し
た
。

と
で
ス
ポ
ー
ツ
面
で
高
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
、
将

来
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
な
ど

を
Ｋ.

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

か
ら
出
す
こ
と
」
が
あ
り
、
将

来
の
夢
は
店
舗
も
構
え
た
い
と

い
う
こ
と
。
三
十
分
三
千
円
か

ら
の
メ
ニ
ュ
ー
で
、
貴
方
も
ベ

ス
ト
な
自
分
に
な
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？�

（
㈲
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
ｔ
Ｐ
Ｌ

Ａ
Ｎ　

宮
良
高
彰
）

　

五
月
二
十
一

日
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
ホ
テ
ル
沖
縄

で
、
沖
縄
同
友

会
創
立
か
ら

二
十
八
年
間
、

事
務
局
長
・
専

務
理
事
と
し
て

勤
め
上
げ
、
四

月
末
日
で
退
職

し
た
大
城
辰
彦

氏
の
激
励
・
送

別
会
が
開
催
さ
れ
、
八
十
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

激
励
会
に
は
、
沖
縄
同
友
会

の
創
立
に
あ
た
っ
て
尽
力
し
た

中
同
協
の
国
吉
昌
晴
顧
問
も
参

加
し
、
最
初
に
挨
拶
。
当
時
、

東
京
在
勤
で
沖
縄
に
帰
る
予
定

の
な
い
大
城
氏
に
事
務
局
長
と

し
て
白
羽
の
矢
を
当
て
た
経
緯

を
振
り
返
り
ま
し
た
。
ま
た
、

チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー
や
歴
代

代
表
理
事
の
多
く
が
参
加
し
、

挨
拶
に
立
ち
、
大
城
氏
の
功
績

を
た
た
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
の
か
り
ゆ
し

ウ
ェ
ア
ー
の
贈
呈
を
受
け
た
大

城
氏
は
、「
皆
さ
ん
に
支
え
ら

れ
て
こ
れ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
今
後
も
沖
縄
同
友
会

の
発
展
に
尽
力
し
た
い
」
と
お

礼
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
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＜南部支部会員＞

　ご存知の通り、４月14日から熊本地方を
中心に九州で起きた大地震により一ヶ月
経った今でも多くの方が避難を強いられて
います。被災された皆様に心からお見舞い
申し上げます。
　被害が集中している熊本、大分を中心に、
ライフラインの復旧が進むなか、現地では今
も多くの被災者の方が厳しい状況の中にいま
す。沖縄県中小企業家同友会としても中小企
業の力を結集し、九州・沖縄ブロックの連携
で、私達のできる支援・援助に全力で取り組
んでいかなければなりません。
　沖縄県中小企業家同友会としては、手数
料免除の口座を開設いたしましたので、ご
案内いたします。
　皆様の暖かい御協力を心よりお願い申し
上げます。

　義援金については、中小企業家同友会全国
協議会とも相談し、被災された会員の皆様へ
の救援や公共性の高い窓口への寄贈、または
援助物資として、役立ててまいります。

［義援金受入口座］
＊専用口座ですので、会費等の振り込みはご遠慮下さい。
○振込先
　琉球銀行　本店　普通預金　1218107
　沖縄銀行　本店　普通預金　2534973
　海邦銀行　本店　普通預金　0891166
○口座名
　沖縄同友会熊本義援金
（オキナワドウユウカイクマモトギエンキン)
　＊義援金のための口座になっておりますの
　　で、窓口にこの「お願い」の文書を持参
　　されると受付がスムーズです。
　＊インターネットバンキングの場合は、手
　　数料がかかります。

＜那覇支部会員＞

でででででででで
、
でででででででで
、
でででででででで
、
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将将将将将運
動
前
後
の
ケ
ア
で
、

将
来
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
！

九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
「
支
部
長
・
支
部
役
員
研
修
交
流
会
」

28年間お疲れ様でした！28年間お疲れ様でした！

施術を施す神谷政昭さん

沖縄の報告をする真栄田一郎副代
表理事

大城辰彦氏を囲んで事務局員と！

第1368号（付録)（6)中 小 企 業 家 し ん ぶ ん 沖 縄 版2016年（平成28年）６月15日

６月号 №339おきなわ同友会しんぶん　「ニライ　みらい」




